
ニノ
ーー
ニヒ

都
新
。
能
単
w
u
n
跡
芯
に
、
『
家
数

n
m・1
粁
剤
。
あ

り
。
此
村
天
日
陰
比
時
制
世
立
給
ふ
。
川
二
，

g
大

明
耐
と
-
E
ふ
。
跡
中
山
船
木
氏
也
。
県
北
町
夫
子
に
騎
の

緋
宮
あ
h

リし
が
、
此
討
勤
山
へ
閉
山
り
給
ひ
し
を
祭
。

怒
り
し
御
前
林
也
o
X北
左
衛
門

・
加
れ
左
術
門
と

云
ひ
て
、
日
像
上
人
に
邸
伏
し
て
府
制
樹
木
土
寺
の
削

悲
旦
那
の
筋
日
あ
り
。
又
利
家
公
一
伯
動
山
御
攻
の
時

前
死
の
塚
あ
り
。
』
と
あ
る
。
但
し
二
宮
は
本
来
こ
の

地
に
在
っ
た
石
山
間
山
の
下
枇
た
る
品
川
知
流
般
地
古
前

制
の
こ
と
で
、
そ
こ

へ
芹
川
に
あ
っ
た
天
日
陰
比
時

制
枇
が
合
記
せ
ら
れ
、
後
に
京
終
そ
の
地
位
を
鎚
へ

た
も
の
で
あ
る
。

ニ
ノ
ミ
ヤ
カ
ツ
セ
ン
一
一

ノ
宮
合
戦

コ
カ
ツ
セ
ン
附
来
合
職
。

-
一
ノ
ミ
ヤ
ガ
ハ
一
一

ノ
宮
川

出
品
川
行
動
山
及

び
娘
7

阪
に
制
酬
を
設
し
、
初
仁
に
主
っ
て
束
よ
り
地

附
川
、
問
よ
b
上
後
山
分
に
漉
す
る
支
流
出回
戸
川
を

併
せ
、
商
下
に
京
っ
て
百
方
よ
り
青
山
出
川
を
人
れ
、

次
い
で
二
分
し
、
起
古
口
小
字

m
mに
て
U
λ
A
H
L
、
新

患
に
て
再
び
二
分
し
、そ
の
束
す
る
も
の
は
舟
路
川、

商
ず
る
も
の
は
川
尻
川
と
な
っ
て
七
地
凶
組問
に
入

る
o
h川
地
川
は
天
保
の
頃
術
水
の
伐
新
た
に
山
間
裂
し

た
も
の
で
、
川
阿
川
の
下
抗
で
は
山
総
凶
の
小
平
地

を
端
的
制
苫
世
、
又
岡
山
式
的
の
三
品
川
洲
キ
・
恕
放
し
つ
込

あ
る
。
流
山
岡
一
七
粁
。

Z
J
Z
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ

ヒ
カ
ゲ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

J
サ
イ
ス

二
ノ
宮
神
社

天
日
陰
比
咋
榊
枇
。
↓

7
メ
ノ

Z

ハ
ゴ
ン
ベ
イ
丹
羽
鐙
卒

初
め
結
巾
で
佐
々

成
政
に
仕
へ
、
本
姓
H
N
川
を
改
め
て
ほ
の
汁
刑
制
氏
を

日
L
、
純
二
流
偵
を
受
け
た
が
、
後
成
政
に
快
か
ら

ず
、
砕
し
て
能
町
{
ロ
穴
水
に
伎
L
、
次
い
で
天
正
十
六

年
前
間
氏
に
仕

へ
て
利
長
に
殺
し
、
俸
百
人
扶
持
を

受
け
、
新
川
淵
代
院
と
し
て
約
川
に
院
。
、
医
長
十

一
年
波
し
た
。

子
滋
附
A

滞
に
仕
へ
る
。

ユ
ハ
主
力
ノ
プ
丹
羽
孝
延

泌
総
椛
助
・融
制
部
。

同
国
民
の
入
。
父
は
秘
平
。
前
川
刺
家
に
仕
へ
て
徹
二

千
依
を
焚
け
、
八
王
子
の
役
に
従
軍
。
後
前
回
利
政

に
識
し
、
大
山
暗
号
の
役
に
印
抑
制
し
て
創
を
受
け
、
品開

二
千
依
を
附
し
た
。
利
政
の
除
封
後
銀
商
に
赴
い
た

が
、
次
い
で
利
長
に
復
仕
し
て
千
石
を
賜
は
り
、
利

協
の
昨
民
腕
聞
と
な
り
、
大
訴
の
役
に
従
軍
、
後
役

に
は
功
を
以
て
町
民
金
二
枚
を
賜
は
り
、
総=一
一内
石
を

加
附
せ
ら
れ
た
。
奴
年
ま
た
四
百
行
を

mし
、
併
せ

て
千
七
百
石
と
な
り
、
大
小
時
間
に
迎
。
、
元
利
九

年
頭
。ニハ

h
F
カ
7
ザ

丹

羽

孝
房

泊
聡
武
兵
衛
。
初

前
附
随
・凶
成
・出凶
H
M
o

貸
永
五
年
父
七
郎
左
衛
門
正

胞
の
也
知
凹
百
五
十
討
を
受
け
、
政
小
将
と
な
。
、

平
保
一冗
年
御
使
番
か
ら
段
々
界
地
し
、
九
年
二
百
石

を
加
へ
、
御
山
内
組
問
に
京
っ
た
。
貸
出
円
二
年
四
且
七

日
七
十
二
蹴
を
以
て
夜
。

ニ
ハ
ト
リ
ザ
カ

鎗
摂

羽
咋
郡
野
出
部
訴
か
ら

東
方
に
あ
る
坂
回
目
で
、
そ
れ
か
ら
梨
木
峠
を
越
え
、

越
巾
氷
見
川
内
川
に
一ヂ
る
。

ニ
ハ
ト
リ
ヅ
カ

線
療
臨
品
川
部
七
陪
城
山
の

本
丸
か
ら
三
間
砕
を
隔
て
た
既
に
あ
る
0

・永隊
十
二

年
十
一
用
品
山
添
除
の
庖
入
代
安
強
俊
山
間

・
同
外
杷

隠
誌
を
企
て
、
先
主
義
則
に
紋
を
迎
じ
、
丘
ハ
を
田
中
げ

て
鈎
即
時
に
附
し
た
が
、日
目
制
辿
等
の
協
に
対
た
れ
て
、

波
し
た
と
口
民
家
家
訓
に
あ
る
。
議
則
は
犠
綱
の
こ
と

で
あ
る
。

ニ
ハ
ナ
ガ
シ
ゲ

丹
羽
長
重

油
酬
明
五
郎
左
衛
門
。

品川
m
初
日
目
努
の
子
。
天
正
十
三
年
四
且
閉
山
努
回
目
し
、
長

震
は
越
前
一
山
間
及
び
加
到
江
沼

・
能
柴
二
都
を
除
か

れ
、
交
の
辿
封
若
狭
諒
一
仙
川
郡
入
高
石
の
み
を
得
、

十
五
年
九
州
征
伐
の
際
そ
の
士
が
抵
仰
を
犯
し
た
岱

，、
四

初
め
新
知
百
五
十
石
を
防
ひ
、
表
小
特
に
任
じ
、
手

保
九
年
表
小
勝
航
目
と
な
り
、
百
石
を
加
へ
、
次
第

に
界
出
し
て
V
〈
百
近
十
石
を
加
へ
、
組
問
雌
に
京
り
、

賀
川
間
四
年
十
且
朔
日
七
十
五
H

ぽ
を
以
て
聞
出
し
た
。

=
ハ
マ
サ
ノ
リ
丹
羽
雅
敬

辺
都
平
左
衛
門
。

貸
永
五
年
父
久
左
衛
門
の
治
知
二
百
石
を
受
け
、
日?

保
三
年
卸
光
院
附
御
用
人
と
な
り
、
五
十
石
を
加
へ
、

十
三
年
間
御
附
物
阿
川
と
な
0
、
同
年
御
先
筒
聞
に

料
じ
、
元
文
元
年
二
月
品
川
一
日
rv
イ
四
肢
を
以
て
裂

し
た
。-
一
ハ
マ
サ
ヒ
ロ
丹
羽
正
庚

初

郎
長
可
。
辺
勝

七
郎
左
術
門
。
父
新
右
衛
門
早
〈
奴
す
る
を
以
て
、

組
災
平
兵
衛
の
後
を
滋
ぎ
、
骸
を
加
へ
て
四
百
五
十

石
に
京
っ
た
。
そ
の
肢
は
表
御
納
戸
務
行

・
定
者
御

諮
問
か
ら
細
川
〈
迩
ん
で
、
元
副
肺
十
年
四
且
御
留
守
物

一
肌
と
な
り
、
従
永
五
年
波
し
た
o

z
ハ
マ
ツ
リ

庭

祭

河

北
川
で
は
、
滞
政
の
切

与
季
蚊
人
が
一
郎
に
集
っ
て
縄
絢
等
の
誌
仕
事
に
従

」
と
き
、
制
棚
に
利
酒
を
供
し
て
小
裂
を
山
聞
く
所
が

あ
り
、
そ
れ
を
陛
祭
と
い
う
た
が
、
日
は
定
ま
っ
て

居
な
か
っ
た
。

=
ハ
ヨ
シ
マ
ザ

丹
羽
吉
正
平
兵
衡
と
椴
し
た
、

学
娃
の
伯
父
夜
間
助
右
衛
門
の
子
。
丹
羽
揃
平
の
廷

ふ
加
と
な
り
、
凶
っ
て
氏
を
殴
め
た
o
m
出
M
N
泊
年
前

田
利
長
に
仕
へ
、
七
年
二
百
石
を
問
は
り
、
後
利
院

に
従
う
て
大
坂
の
役
に
出
陣
し
、
後
役
に
は
二
，
丸

山前
内
で
首
級
一
を
問
問
、
叙
年
商
布
を
榊
し
、
銀
又
二

百
石
を
加
へ
て
、
計
五
百
石
と
な
っ
た
。
瓜
治
二
年

夜
。

に
、
史
に
山
臣
努
苦
の
怒
に
闘
れ
、
加
賀
石
川
郡
松

任
四
町
有
を
賜
は
っ
て
之
に
移
っ
た
。
次
い
で
慶
長

二
年
能
撲
部
小
松
入
関
石
を
得
て
、
附
樹
と
共
に
十

二
現
行
を
領
し
、
加
賀
守
と
抑
制
し
た
が
、
五
年
以
臣

民
に
持
し
て
前

m利
長
の
市
上
を
担
み
、
戦
後
徳
川

家
康
に
封
を
慨
は
れ
て
武
縦
泉
岳
寺
中
に
盟
問
し
、

後
徴
さ
れ
て
御
話
衆
と
な
り
、
イ
五
年
七
且
常
陸
古

河
一
山
石
を
協
は
り
、
大
坂
田
附
役
に
拠
り
、
元
和
五

年
明
記
に
一
一
品
石
を
加
へ
ら
九
、
入
年
奥
州
捌
合
三
官
品

石
に
酬
明
じ
、
見
永
四
年
間
凶
白
川
イ
凶
石
に
移
封
せ

ら
れ
た
。

十
四
年
三
且
卒
、
法
大
十
七
。
後
二
十
年

子
光
猿
二
本
訟
に
修
。
、
十
三
高
石
を
受
け
た
。

ニ
ハ
ナ
ガ
ツ
グ
丹
羽
長
紹

泡
群
左
近
。
丹
羽

長
藍
の
弟
で
、
小
松
に
於
い
て
一
点
一
白
石
を
領
し
た
o

m
嵐
長
五
年
九
且
長
置
の
前
閃
利
授
と
和
し
た
時
、
十

入
訟
に
し
て
そ
の
績
と
な
り
、
次
い
で
長
一政
と
共
に

泉
吊
寺
巾
に
組
問
し
た
。

-
-
ハ
ナ
ガ
ヒ
デ
丹
羽
長
秀

迎
鰐
五
郎
左
衛
門
。

天
正
十
入
年
十
五
歳
に
し
て
初
め
て
織
問
信
長
に
近

侍
し
、
元
総
二
年
近
江
佐
和
山
城
宏
瓜
石
に
封
ぜ
ら

れ
、
天
正
四
年
若
狭
牢
凶
十
市
山
石
を
得
て
小
出
に
治

し
、
十
年
信
長
の
挺
後
若
狭
一
凶
及
び
近
江
商
品
志

賀
二
部
を
受
け
、
十
一

年
柳
ヶ
翻
の
役
後
羽
柴
努
苦

か
ら
若
狭
初
出
削
訓
郡
・組
前
一
凶
及
び
加
到
江
泊
・能
山間

二
部
七
十
砥
石
を
領
せ
し
め
ら
れ
、
北
庄
に
居
て
、

大
山
岳
替
の
相
川
口
禿
肪
と
小
松
の
村
上
組
勝
と
を
血
(
力

と
し
た
。

十
三
年
四
月
卒
、
手
年
五
十

一。

=
ハ
ヒ
デ
シ
ゲ
丹
羽
秀
霊

沼
抑
制
九
兵
衛
。
丹

羽
長
抵
の
叔
父
で
、
小
松
に
於
い
て
五
千
石
を
領
し

た
O
路
長
況
年
九
且
長
重
の
前
回
利
長
と
和
し
た
降
、

長
頭
と
共
に
肢
を
出
し
、
次
い
で
泉
院
寺
中
に
閉
山
居

し
た
。ニ
ハ
ヒ
ロ
タ
ケ

丹
羽
鹿
武

週
刊
桝
搾
右
衛
門
。

ニ
ヒ
カ
ハ
ゴ
ホ
リ
ノ
ウ
チ
ダ
イ
カ
ン

新
川
郡
之

内

代

官

邸
治
三
年
服
必
ぷ
左
術
門
が
越
巾
布
川
山

之
内
御
代
官
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
初
と
す
る
で
あ
ら

う
。
見
文
三
年
小
川
文
兵
衛
、
年
且
不
祥
三
日
平
右


